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カナダの競争力のある優位性
バイオ医薬産業

インベスト・イン・カナダ



カナダにおける最近の投資例

PFIZER
2010年、ケベック州モントリオールにあるカナダ本社の規模を拡大し、従業
員を新たに100名雇用すると発表。これに伴う施設への投資額は2,200万ドル※。

武田薬品工業株式会社
2010年、前立腺癌と乳癌の治療薬の開発を目的に、B.C. Cancer Agencyと
研究協力協定（100万ドル規模）を締結。

エーザイ株式会社
同じく2010年、オンタリオ州ミシソガに自社製医薬品の販売を行う子会社を
開設。

大塚製薬株式会社
2010年、自社製医薬品の販売と営業のため、ケベック州サンローランに事務
所を開設。

MERCK
3,000万ドル強を投じて2009年、成長を続ける米国市場に医薬品を供給する
ためケベック州モントリオールのSchering-Ploughの製造施設を拡張。

CHARLES RIVER LABORATORIES INTERNATIONAL
マサチューセッツ州のCharles River Laboratories Internationalが2009
年、ケベック州に前臨床サービス施設を開設し、1,000人を雇用。

SANOFI-AVENTIS
フランスの企業Sanofi-aventisが2008年、オンタリオ州の新ワクチン研究開
発施設に1億ドルを投資。

※ 特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。

カナダに投資している
世界的な大企業

• Amgen

• AstraZeneca

• Bayer 

• Bristol-Myers Squibb

• GlaxoSmithKline

• Johnson & Johnson

• Jubilant Life Sciences

• Merck

• Novartis

• Pfizer

• Roche

• Sandoz

• Sanofi-aventis

• Teva Canada

カナダを代表する企業

• Apotex

• Bioniche Life Sciences

• Cangene

• Cardiome Pharma Corp.

• ImmunoVaccine Technologies

• MDS Nordion

• Medicago

• Oncolytics Biotech Inc.

• QLT

• Theratechnologies

• Valeant
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バイオ医薬産業
カナダはバイオ医薬品の研究開発、臨床試験、製造面において独自の強みを持ち、世界のバイオ医薬産業で主要な役
割を果たしている。世界トップ10にランクされる製薬企業はいずれもカナダで事業を展開しており、うち数社は研究
開発と製造の両方に従事している。

2009年の世界のバイオ医薬品売上高は推計で8,000億米ドル以上であった。同年、カナダのバイオ医薬部門は215億
ドルの売り上げを記録し、輸出額も62億ドル近くに達した。これら輸出の約80%が米国市場向けである。

カナダでは、800社を超える製薬企業とバイオテクノロジー企業が活動しており、これら企業の雇用者数は2万9,000人近くに上る。カナダ
は一流の研究機関、世界トップレベルの革新的な科学技術研究、広範囲に及ぶ研究ネットワーク、高度な技術を有する人材など、イノベー
ションの推進に適した環境を誇り、事業提携などの機会も豊富である。世界的な製薬企業にとって、活力に満ちた革新的な環境で事業を展
開できる。

カナダの主な利点

研究開発：発見段階から第3相のピボタル試験まで、カナダの研究開発部門は、技術レベルが高く、コスト効率の良い研究と臨床開発で知
られる。2009年にはカナダにおける製薬企業の研究開発費が12億ドル強に達している。またカナダには、17校の医科大学や100以上の教
育病院に在籍する、およそ3万人の臨床医から成る研究コミュニティがある。そして、Canadian Institutes of Health Research（CIHR）
やNational Research Councilを中心とする大規模な公的研究インフラが、このコミュニティを支えており、2009年にCIHRが健康につ
いての研究を対象に付与した研究助成金や賞金の金額は10億ドル近くに上った。カナダは、米国に次ぎ世界第2位のライフサイエンス分野
の革新能力を備えているとも評される。

製造：カナダに製造施設を持つ大手製薬企業は多い。北米自由貿易協定（NAFTA）により米国市場へのアクセスが容易なことから、
カナダは、良質かつコスト競争力に優れた、北米市場向け医薬品の製造拠点となっている。カナダの企業は、パイロット段階から本格的な
スケールアップ生産段階まで、低分子製剤と生物製剤の製造に関する世界トップレベルの専門技術を有しており、またカナダは、インフル
エンザワクチン、ペプチド治療薬、固形薬剤の主要なメーカー数社や、世界最大の後発医薬品メーカー Apotexの本拠地でもある。

医薬サービス：カナダには、創薬、受託合成、解析技術、臨床試験、製造など、ライフサイエンス産業を支える上で必要となる多様なサー
ビスに特化した、世界トップクラスの受託サービス企業が多数ある。
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出典： fDi Benchmark；米国特許商標庁のデータに基づく
fDi Intelligenceの推計値

バイオ医薬分野の特許件数
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出典： fDi Benchmark；Towers Watson、2010/2011 Global 50 Remuneration 
Planning Report

研究開発部門のトップ
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固定給 追加報酬

カナダの競争力のある優位性

優位点：
バイオ医薬関連の貴重な特許の保有件数が多い
右の図表からわかるように、モントリオール、トロント、バンクーバー
にあるカナダ企業が保有する特許の件数はかなり多い。

 米国特許商標庁が2003年以降に発行したバイオ医薬分野の特許件
数（推計値）を、右の図表にまとめた。

優位点：
報酬コストが比較的低い
米国やヨーロッパの同レベルの都市と比べて、カナダの都市は研究開発
担当の幹部社員に支払われる給与コストが低い。

 多国籍企業で働く研究開発部門のトップの報酬の水準を、右の図表
に示した。研究開発部門のトップは、自社の研究開発業務全体を統
括するが、一部の国の研究部署や単一の製品ラインを対象とした大
規模な研究開発センターの研究部署を指揮する場合もある。彼らが
管理するのは、極めて専門性が高く、長期的な開発が必要とされる
製品が多い。図表の報酬額には、固定給に加え、報奨金および業績
に応じた特別手当などの追加報酬が含まれる。
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優位点：
合理的な法的枠組み
カナダの法的枠組みは、法的紛争を合理的、かつ全関係者の満足の行
く形で解決するとの定評がある。バイオ医薬産業関連の問題について
は、連邦政府が先発医薬品、後発医薬品、国際貿易、知的財産に関連
したものなど国レベルの法的問題を、州政府が健康に対する権利や商
権などに関連した法的問題を、それぞれ処理する。カナダの法制度は
英国のコモンローに起源を持つが、ケベック州では、個人の法的問題
に対しては、民法を適用する。

 民間企業の紛争の解決における法的枠組みの効率性を評価して、
右の図表に整理した。7段階評価で、0は法的枠組みが「極めて非
効率的」、6は「極めて効率的」。

優位点：
知的財産権の尊重
長年にわたる研究の末に新製品を生み出すバイオ医薬企業にとって、
知的財産の保護（特許権と商標の保護を含む）は必要不可欠と言える。
右の図表からわかるように、カナダでは知的財産の強固な保護体制を
整えている。

 各都市の知的財産の保護体制を評価し、右の図表に示した。8段階
評価で、0は知的財産の保護体制が「非常に脆弱」、7は「とても強固」。

出典： fDi Benckmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report（2010/11年）

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report（2010/11年）
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ブリティッシュ・コロンビア州
ブリティッシュ・コロンビア州のバイオ医薬部門は、合計およそ2,200人の従業員を擁する90社
以上の企業から成る。同州のバイオ医薬部門を支えているのは、バンクーバーに本拠地を置く
Cardiomeやバーナビーに拠点を構えるXenonなどの創薬系バイオテク企業である。実際、バンクー
バーの医薬産業クラスターはカナダで3番目に大きい。また、B.C. Cancer Agency、B.C. Centre 
for Disease Control、ブリティッシュ・コロンビア大学、ビクトリア大学には、最先端の研究イン
フラが整備されている。

アルバータ州
エドモントンは、世界的に著名な研究者や公的助成により設立された最先端の施設が多く、バイオ
医薬の研究環境が充実している。また、アルバータ大学、カルガリー大学、レスブリッジ大学の3つ
の大学が形成する、州全体を網羅した一次調査の強力なネットワークもある。主な実績には、1型糖
尿病治療のためのエドモントン・プロトコール、癌の先進イメージング診断および治療、神経イメー
ジング、心臓病・感染症治療の最先端研究などがある。

アルバータ州では、Oncolytics Biotech Inc.や、研究開発企業のNAEJA Pharmaceuticalと
ChemRoutes Corporation、エドモントンで製造施設を運営するGilead Sciencesなどの民間企業
が研究環境をさらに充実させている。

サスカチュワン州
サスカチュワン州には、冠動脈疾患、癌、糖尿病、ウィルス感染症のワクチン開発や治療法の発見
を目指した最先端の研究に携わる様々な企業や組織をはじめ、数多くの優れた研究施設がある。また、
Novozymes BiologicalsやPOS Pilot Plantなど、業界をリードする企業も少なくない。

サスカトゥーンのNational Research Council Plant Biotechnology Instituteでは、国民の健
康増進に役立つ植物由来製品の開発に力を入れている。また、サスカチュワン大学の非営利団体
Vaccine and Infectious Disease Organization（VIDO）は、世界初の5つの動物ワクチン研究で知
られるが、その対象を人体用へと拡大し、インフルエンザやC型肝炎による被害の軽減や、開発途
上国でのワクチン不足の問題に取り組んでいる。

マニトバ州
40以上の企業、30の研究開発施設、23のサービス企業、4,200人の従業員を抱えるウィニペグのラ
イフサイエンス産業クラスターは、バイオ医薬の優れた研究開発力と製造力を誇る。このクラスター
が特に重点を置く分野は、感染症、循環器・呼吸器病、腫瘍学、神経科学、栄養補助食品および機
能性食品、診断法などである。

カナダのライフサイエンス企業上位10社のうち2社（DiaMedicaとKane Biotech）が拠点を置くウィ
ニペグは、カナダで3番目の医薬品輸出量を誇り、Cangene、Apotex Fermentation、Valeant、
Vita Healthなどの企業が医薬品製造業の中心となっている。ウィニペグには、Public Health 
Agency of Canadaの本部や、世界でも数少ないバイオセーフティレベル4の実験施設もある。マニ
トバ州は感染症研究、特に感染症の特定と管理の分野で世界的に卓越した研究拠点となっている。

カナダ各地のバイオクラスター：概要
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オンタリオ州
トロントには、MaRS Centre、トロント大学のDonnelly Centre for Cellular and Biomolecular 
Researchのほか、複数の研究病院と専門医療機関や、多数の革新的な企業などが集まる、カナダ最大の
バイオクラスターがある。トロント近郊圏は、ゲノミクス、プロテオミクス、バイオインフォマティクス、
標的治療学の各分野において最先端の研究開発の中心地となった。また、トロント近郊圏には、Bayer、
Eli Lilly、GlaxoSmithKline、Sanofi-aventisなど世界をリードする数多くのバイオ医薬企業のカナダ本
社機能や製造・研究拠点がある。

オタワは、カナダ国内でもいち早くバイオテクノロジー産業が持つ巨大な潜在的ビジネスチャンスに注目
し、投資を行った都市の1つである。オタワは、National Research Councilのほか、ライフサイエンス
関連の研究所20ヵ所を抱え、医薬品と診断の研究開発・臨床研究の中心地として輝かしい実績を上げてい
る。これら機関の投資額は年間、推計で3億5,000万ドルに上る。

ケベック州
モントリオールには、北米で最大かつ最も重要なバイオ医薬産業クラスターの1つがあり、およそ1万5,000
人がこの産業に従事している。モントリオールは、基礎研究と委託研究に加え、革新的な製品の開発・製
品化に最適な場所と言える。臨床研究の豊富な専門技術、バイオインフォマティクス分野や医療技術分野
を専門とし、行動力のある起業家、そして先発医薬品や後発医薬品のメーカーの活躍などがモントリオー
ルのバイオクラスターの成長を推進している。

ワクチン研究や治療用タンパク質のバイオ製造でトップレベルの専門技術を誇るモントリオールは、優れ
た研究開発拠点としても定評があり、マギル大学およびGénome Québec Innovation CentreやNational 
Research Council Biotechnology Research Instituteなど名立たる国際的な研究センターが立地して
いる。ここで事業展開を行っている世界的な企業には、AstraZeneca、GlaxoSmithKline、Merck、
Novartis、Pfizer、Sanofi-aventisなどがある。

ケベック市のバイオ医薬部門には、ワクチン製造、委託研究、診断法、医療機器の製造、医療技術
の各分野の雇用が集中している。ケベック市やその周辺には、Æterna Zentaris、Anapharm、
GlaxoSmithKlineなど業界をリードする企業が多数集まっているほか、心臓病学、ゲノミクス、感染症、
免疫学、肥満、腫瘍学、神経科学、機能性食品、栄養補助食品の最新技術の研究に重点を置く7つの研究
センターもある。

製薬企業は2006年以降、ケベック州にある自社の製造設備に対し10億ドル近くに上る投資を行っている。
これは学術研究分野、技術分野、専門分野の豊富な人材プールがあることに大きく起因する。

ノバスコシア州
ハリファックスには、治療薬の開発や自然健康食品の開発・製造に携わる数多くの先進企業がある。こ
れら企業としては、Merck、Kytogenics Pharmaceuticals、Ocean Nutrition、そしてオメガ3サプリ
メントのカナダ最大のシェアを持つAscenta Healthなどが挙げられる。ハリファックスのBrain Repair 
Centreは集約的な脳神経科学の研究施設で、画期的な治療法や技術の研究に従事する100人以上の世界
トップクラスの研究者や医師の緊密なネットワークを構築している。
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出典： fDi Benchmark；World Bank、Doing Business 2010
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カナダの競争力のある優位性
優位点：
ワンステップのシンプルな事業登録
カナダで事業登録をする際に必要な手続きは簡素化されており、一度の
手続きで完了する。該当する連邦/地方当局にて、所定の書式に記入し、
必要な費用を支払い、社名を登録するだけである。これにより法的地位
を一旦確保すれば、活動地域を管轄下に持つ管理機関や該当する課税・
労働関係の法規の適用を監督する各種当局への登録が可能となる。

事業登録に必要な手続きの数
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優位点：
手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフ
カナダの都市に住めば、手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフを実現できる。特にトロント、モントリオール、ケベックなどの都市は、バ
イオ医薬産業のクラスターがあるヨーロッパや米国の大半の都市と比べて、生活費が安いうえに、クオリティ・オブ・ライフが高い。Economist 
Intelligence Unitは2011年、世界で一番住みやすい街の調査で、バンクーバーを第1位にランクした。この調査では、トロントとカルガリーも上位10
位以内に入っている。

 クオリティ・オブ・ライフの要素を評価して、下の図表に整理した。

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

生活費指数

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

クオリティ・オブ・ライフ指数

 住宅費を含めた様々な生活費を評価して、下の図表に整理した。

ロンドン（英国）
バーゼル
ミュンヘン

ノーザン・ニュージャージー
ボストン

バンクーバー
サンディエゴ
エジンバラ
ダブリン

シンガポール
ローリー

ストックホルム
トロント
上海

モントリオール
モンテレー

メキシコシティー
ケベック

ワルシャワ

バーゼル
ストックホルム
バンクーバー
シンガポール

トロント
モントリオール

ケベック
ダブリン
ミュンヘン

ロンドン（英国）
サンディエゴ

ボストン
エジンバラ
ローリー
ワルシャワ

ノーザン・ニュージャージー
モンテレー

メキシコシティー
上海

0 120 14010080604020 0 12010080604020
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優位点：
低い社会保障負担金
カナダの労働者には、非常に充実した社会保障制度が整備されているが、
雇用側にとってそれが大きな費用負担になるわけではない。カナダでは、
雇用側が支払う社会保障の負担金は概ね、アジアやヨーロッパの一部諸
国に比べて少ない。

 右のグラフは、従業員の社会保障に対する雇用側負担金を従業員給
与に対する割合（パーセント）で示したものである。

出典： fDi Benchmark；Deloitte International、International Tax and 
Business Guide（2009年10月）；Towers Watson、2009/2010 Global 50 
Remuneration Planning Report；PricewaterhouseCoopers、global tax 
summaries（2009年10月）；Towers Watsonのデータ（2010年8月）に基づく
fDi Intelligence、International Social Security Associationのデータ（ISSA；
2010年8月）に基づくfDi Intelligence

企業が負担する社会保障費

上海
ストックホルム

メキシコシティー
モンテレー
ミュンヘン
ワルシャワ
バーゼル

シンガポール
ロンドン（英国）
エジンバラ

モントリオール
ケベック

サンディエゴ
ダブリン
ボストン

ノーザン・ニュージャージー
ローリー
トロント

バンクーバー

2520151050 30 35 40

カナダの競争力のある優位性
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インベスト・イン・カナダ \バイオ医薬 \ 2011

バイオ医薬製造工場

コスト要因 使用量（面積）

プロパティ 平方メートル

総専有面積（都市部の賃貸事務所） 2,300 m2

総専有面積（賃貸工場） 23,000 m2

水道・光熱

産業ガス 40,000 m3

電気 621,000 100 kWh

水道 1,300 000 m3

従業員の種別 人数

製造部門

製造部門のトップ 1

生産マネージャー 1

作業員（高度熟練） 40

作業員（熟練） 103

作業員（非熟練） 25

品質管理マネージャー 1

品質管理専門家 8

研究開発／エンジニアリング部門

研究開発部門のトップ 10

研究所の専門家 70

研究所の技術者 15

研究開発チームのリーダー 12

科学者 55

従業員の種別（続き） 人数

管理部門

設備・事務所のサービスの専門家 2

秘書 7

合計 350

投資先のベンチマーク

これまでに紹介してきた表やグラフは、The Financial Times Ltd.が提供するサービスであるfDi Benchmarkを用いて作成されたものである
（www.fdibenchmark.com）。このfDiベンチマークは検索ツールで、業界承認のデータベースと立地評価に基づき、特定の部門および投資プロジェク
トについて、世界中の国や州／地方、都市の魅力を評価する。

 バイオ医薬メーカーの主要なクラスターがある場所として、今回のベンチマークの対象としたカナダ国内外の都市：バーゼル、ボストン、ダブリン、
エジンバラ、ロンドン（英国）、メキシコシティー、モンテレー（メキシコ）、モントリオール、ミュンヘン、ノーザン・ニュージャージー、ケベック、
ローリー、サンディエゴ、上海、シンガポール、ストックホルム、トロント、バンクーバー、ワルシャワ

 下に示したモデル企業のプロフィールは、従業員350人規模、従業員のほとんどが現場（工場地帯）で働き、都市部にある事務所に常駐する社員は
少ないバイオ医薬製造工場を想定している。

ウェイト付けを行うモデルの概要 ウェイト

産業のクラスターの存在 35% 

労働力の供給力と質 30%

一般的なビジネス環境 20%

インフラとアクセスのしやすさ 10%

生活環境 5%

クオリティモデルの各特性／適用ウェイト

5
10

20

30

35



インベスト・イン・カナダ
ビジネスは私達にお任せください

カナダの競争力のある優位性
カナダが誇る数々のメリットと比類なきポテンシャル：企業が世界規模で優
れた実績を上げることのできる場所

高学歴労働力
カナダは、高等教育達成度が経済協力開発機構（OECD）加盟国のなかで2番目に高い。
（出典：IMD、World Competitiveness Yearbook 2010）

ビジネスをしやすい環境 
Economist Intelligence Unitが、今後5年間のビジネス拠点として、カナダをG7諸国のなかで1位
にランク。（出典：Economist Intelligence Unit、Business Environment Ranking、2011年3月）

堅調な経済
2009年第3四半期から、カナダの経済は6四半期連続で伸びを示し、世界的な経済危機で落ち込んだ
雇用と生産が完全に回復。（出典：カナダ財務省、Budget 2011）

金融の安定
過去3年間にわたり、カナダは世界で最も健全な銀行システムを持つ国であるとWorld Economic 
Forumが評価。

低い税率
カナダは、G7諸国のなかで新規事業への投資に課せられる税全体の税率が格段に低く、また法人税
の税率もG7諸国のなかで最も低い。（出典：カナダ財務省、2010年）

科学研究および実験的開発
カナダには「科学研究および実験的開発（SR & ED）プログラム」という非常に手厚い租税優遇措置が
あり、研究開発主導の諸部門のコストがG7諸国のなかで最も低い。
（出典：KPMG、 Competitive Alternatives 2010；OECD）

NAFTA
カナダが北米自由貿易協定（NAFTA）の加盟国であるため、大陸全体のGDPが16兆3,000億米ドルを
超える北米の、4億4,800万人強に上る消費者に投資家はアクセスすることが可能。
（出典：World Bank、World Development Indicators Database、2010年）

暮らしやすく、働きやすい場所
世界トップレベルの大学、世界的に高い評価を受けている医療制度、清潔で、誰にでも親切な街、美
しい景色。これらが、カナダに投資し、働き、暮らし、子育てをするのに最適な国にしている。
（出典：国連開発計画、Human Development Report 2010；Economist Intelligence Unit、
Global Liveability Report 2010）

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。
在日カナダ大使館 商務部
〒107-8503 東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6200　ファックス：03-5412-6254
Email：jpn.commerce@international.gc.ca
URL：www.investincanada.gc.ca
カタログ番号 FR5-38/4-2011J-PDF
ISBN 978-0-662-03530-5
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